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９月度学術講演会 

日 時 ９月28日（土）午後２時 

演 題 新時代の呼吸器感染症治療～新しいガイドラインも踏まえて～ 

講 師 
関西医科大学附属病院 呼吸器感染症・アレルギー科 

教授 宮下 修行 先生 

出 席 者 数 17名 

担 当 富永 良子 

共 催 杏林製薬株式会社 

 

感染症に対する治療は抗微生物薬の使用であるが、その不適切使用や乱

用は耐性菌を出現させる。すなわち、まず抗菌薬の必要性を検討し、必要

な場合は理論に則った抗菌薬を選択すべきである。しかし適切な抗菌薬使

用が実践されているとは言い難く、世界では薬剤耐性菌が増加している。

その反面、新たな抗菌薬の開発が頓挫しているため、国際社会でも薬剤耐

性 （AMR, Antimicrobial resistance） への対応が大きな課題となってい

る。 

日本呼吸器学会では、国民の健康増進はもとより菌の薬剤耐性化蔓延を防

止する目的で「成人肺炎診療ガイドライン」を作成した。本ガイドライン

ではエビデンスを重視し、クリニカルクエスチョンを設定し系統的レビュ

ーならびにメタ解析を行ってきた。市中肺炎診療では、治療場所の決定に

重症度判定として A-DROP システムを活用してきたが、本システムでは現

在の重症度は把握可能であるが急速進行する症例への対応が困難であっ

た。肺炎に対する補助療法は効果的か？とくにステロイドに関しては賛否両

論であった。マクロライド併用療法の意義は？ 未解決の問題点も山積され

ているが、今後の課題が明確となった。 

現在わが国が直面している難題は、超高齢化社会での繰り返す誤嚥性肺

炎であり、誤嚥を起こす患者をいかにマネージメントするかが重要となっ

ている。しかし、「抗菌薬の適正使用」には様々な方法と解釈があり、全て

を実践することは困難と推測される。高齢者では大脳基底核の不顕性脳梗

塞によってドパミン作動性神経の機能低下を生じ、これに連なる迷走神経

知覚枝の機能が低下するため、咽頭や気管支粘膜の刺激を受けた迷走神経

知覚枝からサブスタンスＰの遊離・放出が減少する。このため、生体防御

機構の活性化による高齢者肺炎の予防にはサブスタンスＰ濃度を増加し

て嚥下反射・咳反射を正常化する作用が要求される。さらに口腔ケアや腸

管蠕動運動の改善、栄養状態の向上、ワクチンなどの総合戦略が重要であ

ることは論をまたない。 


